
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

当
時
の
筏
乗
り
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
明
治
三

十
年
八
月
十
六
日
共
算
組
合
の
委
員
会
に
於
い
て

次
の
通
り
決
定
し
て
い
る
。

第
九
条

当
組
合
に
於
て
筏
組
乗
請
負
を
な
さ
ん

と
欲
す
る
時
は
、
第
八
条
に
拠
り
選
定
し
あ
る

請
負
人
に
対
し
請
負
契
約
を
な
す
べ
し
。
但
し

当
組
合
員
は
第
八
条
に
拠
り
選
定
し
あ
る
請
負

人
の
外
請
負
を
な
さ
し
む
る
事
を
得
ず

第
十
条

当
組
合
頭
取
は
違
反
者
あ
る
事
を
関
知

し
且
つ
密
告
を
受
け
、
又
は
嫌
疑
あ
る
時
は
事

実
取
調
違
反
と
認
め
る
事
あ
る
と
き
は
懲
罰
委

員
会
に
対
し
違
反
の
適
否
軽
重
を
議
定
し
罰
金

を
徴
収
す
べ
し

第
十
一
条

各
条
項
を
違
反
せ
し
も
の
は
金
一
円

以
上
一
〇
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
べ
し

第
十
二
条

頭
取
は
違
反
者
に
対
し
出
頭
の
命
令

を
発
せ
し
も
出
頭
せ
ざ
る
時
は
船
筏
の
通
券
を

差
止
む
べ
し
。

但
し
場
合
に
依
り
筏
組
立
方
を
差
止
む
る
事

あ
る
べ
し

第
十
三
条

第
一
条
但
し
書
及
減
水
増
水
又
は
大

長
物
等
の
為
二
人
乗
を
要
す
る
場
合
は
第
十
一

条
、
第
十
二
条
の
限
り
に
あ
ら
ず

第
十
四
条

各
条
項
は
物
価
の
高
低
に
拠
り
改
正

増
補
す
べ
し

〈
次
号
へ
続
く
〉

☆
製
材
品
の
輸
出
促
進
に
つ
い
て

本
年
度
の
初
め
に
、
理
事
長
の
ご
挨
拶
で
ご
紹

介
し
ま
し
た
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
事
業
に
つ

き
ま
し
て
、
木
材
関
係
は
全
国
で
４
地
域
が
指
定

を
受
け
、
そ
の
一
つ
と
し
て
日
田
地
域
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

政
府
は
今
後
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
減

少
に
伴
い
、
国
内
の
農
林
水
産
物
の
需
要
が
減
少

す
る
と
見
込
ん
で
お
り
、
製
材
品
も
同
様
の
動
き

を
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク

で
価
格
も
高
く
引
き
合
い
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
長
く
続
く
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
言
う
時
期
に
、
今
後
の
輸
出
拡
大
実
行
戦

力
の
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
は
、
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
輸
出
に
対
す
る
課
題
は
山
側
、

加
工
側
に
も
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
課
題
を
ク

リ
ア
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
先
般
、
ジ
ェ
ト
ロ

や
日
本
製
紙
木
材
株
式
会
社
、
行
政
機
関
、
森
林

組
合
等
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
「
日
田
木
材
協

同
組
合
輸
出
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
て
、
輸
出

対
策
等
を
議
論
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
輸
出
を

考
え
て
い
る
（
あ
る
い
は
取
り
組
ん
で
い
る
）
組

合
員
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
輸
出
に
係
る
研

修
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
状
況
を

見
な
が
ら
情
報
の
収
集
等
を
行
い
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

イ
ン
に
よ
る
需
要
拡
大
の
た
め
の
地
域
対
策
を
構

築
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

☆
駅
前
・
恵
良
土
場
の
組
合
所
有
地
確
認

７
月
７
日
、
役
員
会
の
終
了
後
、
駅
前
の
ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
モ
リ
に
貸
地
し
て
い
る
境
界
と
、
恵
良

土
場
の
境
界
を
確
認
し
ま
し
た
。

土
地
の
境
は
、
境
界
釘
・
境
界
柱
等
で
境
界
が

わ
か
る
よ
う
に
管
理
し
て
い
ま
す
。

☆
組
合
所
有
林
前
津
江
山
間
伐
作
業
中

昨
年
の
11
月
に
、
役
員
に
て
前
津
江
山
の
間
伐

に
つ
い
て
現
地
確
認
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

前
津
江
山
は
面
積
20
㏊
有
り
、
そ
の
内
約
6
㏊

が
平
成
16
年
の
台
風
で
被
災
し
再
造
林
し
て
い
ま

す
。
残
り
の
14
㏊
の
内
の
約
6
㏊
を
、
現
在
、
間

伐
作
業
し
て
い
ま
す
。

☆
お
知
ら
せ

◯
令
和
３
・
４
年
度
委
員
会
編
成

◯
総
務
委
員
会

委
員
長

佐
藤
一
雄

委

員

金
谷

晃
、
江
田
光
義
、

小
田
惣
一
朗

◯
業
務
委
員
会

委
員
長

横
山
俊
英

委

員

深
津
信
一
、
野
上
信
二

櫻
木
修
二
、
江
藤
隆
二

◯
令
和
３
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

今
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
以
前
の
利
用
者
の
方

で
も
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

7
月
31
日
ま
で
の
受
付
状
況
は
、

新

築

：

38
棟

（
予
定
58
棟
分
）

リ
フ
ォ
ー
ム

：

119
棟

（
予
定
123
棟
分
）

災
害
建
替

：

2
棟

（
予
定
10
棟
分
）

災
害
リ
フ
ォ
ー
ム
：

3
棟

（
予
定
30
棟
分
）

（
※
総
予
算
終
了
ま
で
受
付
致
し
ま
す
。
）

ま
た
、
お
お
い
た
材
住
宅
ポ
イ
ン
ト
事
業
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

県
産
材
使
用
量
（
1
ポ
イ
ン
ト
＝
1
円
）

10.0
㎥
以
上
～
10.5
㎥
未
満

30
万
ポ
イ
ン
ト

か
ら

20.0
㎥
以
上

50
万
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
、
家
具
や
食
品
を
購
入

で
き
る
制
度
で
す
。

受
付
は
大
分
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

（
☎
０
９
７
５
・
３
２
・
７
１
５
1
）

◯
林
業
労
働
安
全
対
策
研
修
会

近
年
、
林
業
・
木
材
産
業
現
場
で
尊
い
命
が
奪

わ
れ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
労
働
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
と
作
業

に
従
事
す
る
一
人
一
人
の
安
全
意
識
の
醸
成
を
図

る
目
的
と
し
て
、
大
分
県
西
部
地
域
林
材
業
労
働

安
全
対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
研
修
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
9
月
16
日

13
：
30
～
15
：
30

場
所
：
パ
ト
リ
ア

大
ホ
ー
ル

内
容
：
「
林
業
現
場
の
安
全
管
理
手
法に

つ
い
て
」

安
全
管
理
士

石
川
幹
靖

氏

◯
「
熱
中
症
予
防
の
注
意
喚
起
」

梅
雨
も
明
け
、
連
日
30
℃
を
越
え
る
真
夏
日
が

続
き
ま
す
。
組
合
員
製
材
工
場
の
皆
様
に
も
注
意

喚
起
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
屋
外
作
業
の
方
、
ま
た
、
屋
内
で
あ
っ

て
も
空
調
設
備
の
な
い
中
で
作
業
す
る
方
々
は
、

こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
の
補
給
、
休
息
等
、
十
分

配
慮
さ
れ
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

◯
初
盆故

人

事
業
所

東

福
二

様

東
栄
木
材
㈱

小
田
絢
子

様

㈱
小
田
製
材
所

武
内
經
夫

様

㈱
武
内
製
材
所

諌
本
千
代
子

様

ヤ
マ
キ
諌
本
木
材
㈲
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